
医療事故調査制度「相談窓口」のお知らせ

 

現在施行されております医療事故調査制度につきましては、沖縄県医師会が医

療事故調査等支援団体として平日の通常業務における９時から１７時の間、相

談業務について対応させて頂いております。

同制度では、医療事故の初期対応から調査報告書の作成およびご遺族への説

明までの一連の過程において、医学的専門性と公平性をもって調査を的確に遂

行することが求められております。

各医療機関におかれましては、万が一、対象と思われる事案が発生した場合に

は、適切な対応をお願いすると共に、当支援団体（窓口：沖縄県医師会）にご

相談ください。

なお、医療事故調査・支援センターにおいても相談業務を行っております。

（一社）日本医療安全調査機構（医療事故調査・支援センター）

◆相談専用ダイヤル

◆対応日時 時間 日対応

◆ＵＲＬ

（一社）沖縄県医師会（沖縄県医療事故調査等支援団体）

◆電話（代表） （庶務課）

◆対応日時 平日 午前 時～午後 時

※土曜、日曜、祝日については、県医師会事務局（℡ ）にて

対応させていただきます。

※医療事故調査制度に係るご遺体の保管については、自院で保管頂くか、株

式会社サンレー（℡ ）にご相談ください。

当該制度に該当するか否かのご判断に対するアドバイスも可能ですのでご相

談ください。
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　写真展示のためのギャラリー「INTERFACE」
（那覇市松尾在）で、「写真売ります展」が
2020 年 11 月 12 日から同月 29 日まで開催さ
れた。同ギャラリーは、世界的に有名な写真家
故東松照明氏の夫人泰子氏が経営しており、御
自身も後進の指導にあたっておられる。小生は
彼女から「レタッチ」技術の手解きを受けたこ
ともあって、上記写真展に出展するよう依頼さ
れた。売る気はなく、売れる自信も全くなかっ
たので固辞したが、強く要請されたので手持ち
の写真の中から 5 点を選び事務局に届けた。い
ずれも蓮に関連した作品だった。
　初日の夕方、主催者の東松氏から電話があ
り、「写真が売れましたよ、東京で有名な画廊
を営む方が大層お気に入りのようでした」と自
分のことのように喜んで下さった。翌日、県内
で活躍しておられる高名な写真家東邦定さんか
ら連絡があり、立派な写真だ、「沖展」入選は
間違いないと誉めて下さった。最終日の同展終
了後、主催者から 4 点売れた、1 点 1 万円で売
り上げ額は出展者 13 人中トップだったと知ら
せがあった。
　ところで出展した 5 点のうち画廊経営者が購
入してくれた作品は、「蓮の呼吸による気泡の
出現」の瞬間を切り取った写真で、小生も気に
入っていたし、主催者も 5 枚中のベストだと話
していたものだった。一方、売れ残った一枚は、
枯れ落ちる寸前ながら光輝いて生きている蓮の
葉を写し取ったもので小生は気に入っている作
品であった。写真を見る目が異なれば、その評
価も変わることをしみじみ実感した。

　歳を重ねるごとに「死・死後の世界」を考え
るようになったこと、精神科臨床で実施してい
る「マインドフルネス認知療法」に「禅の思想」
が取り入れられていることなどもあって仏教に
対する関心が年々高まった。それと同時に仏教
と関連の深い蓮に興味が一段と増すようになっ
た。花だけでなく、種子から発芽させ育つ過程
をも撮影するよになるとともに「マンダラ思想」
を強く意識するようになり、一部の写真を「マ
ンダラ」として表現した。
　蓮と仏教との関連についてみると、蓮は決し
て美しい環境といえない泥（人間の煩悩）の中
で咲くが、泥に染まらず清楚、高潔で凛々しい
花を咲かせるので、物をありのまま見ることが
できる美しい清らかな心を表しているとされて
いる。そしてさらに蓮は、仏の知恵、慈悲の象
徴、そして悟りの表徴とも考えられている。花
の命は 3 ～ 4 日と短いが、蓮の歴史は古く、化
石からすると約 1 億 4,000 年前から地球上に存
在しているとされ、蓮の命は受け継がれ続けて
いることになる。
　小生の「写真」の目標は、「生命の尊厳・共存・
永遠」「悟り」を「蓮」を通して表現すること
であり、自分自身が納得できることを最優先し
てきた。「写真技術」よりむしろ「宗教」「美学」
をより重視してきた。したがって他人の評価を
あまり気にしなかったし気にならなかった。他
者の写真展に足を運ぶことも多くなかった。
　しかし自分の「写真」を自分だけのものとせ
ず一人でも多くの他者の目に触れ、理解・共感
してもらうためには、先ず「注目」してもらい、

「撮った写真に買手がついた」記

小椋　力久田病院
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り、優しく追い払うことができるようになった。
しかしプロの精神科医としての診療行為に、「自
分の写真活動」が何らかの効果をもたらしてく
れているのであろうか、それを知りたい。「仕事」
と「趣味」は別だと割り切ることもできようが、
同一人の営為であるから関連があるに違いない
と思っている。今年で 7 回目の丑年を迎えたが、

「写真技術」を磨くとともに他者の作品にも積
極的に目と心を向けながら、蓮の写真を撮り続
けて生きたい。

「考えさせ」、「感動」させることが必要だと知
らされた。テレビの「新春対談」で、あるピア
ニストが「音楽演奏家は自分の演奏を他人が聴
いてくれて音楽になる」と語っていた。だとす
れば写真の場合、「記録」という重要な役割を
持っているが、「アート」としては他人に見て
もらって「写真」になるのではないかとも思う。
　医師として「命の尊さ」をアマチュア写真を
通して訴えようとしてきたつもりであるが、他
者がどう受け止めたか分からない。少なくとも
自分にとっては台所の小さな虫も殺さなくな
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1. 大寒波の東北
　2020 年 11 月 28 日、開業医としての最後の
診療を終え、閉院のための残務整理を終えた
12 月中旬、脳裏を離れることがなかった被災
地大槌町を訪ねた。
　2011 年 3 月 11 日の大震災の際、3 月 25 日
から 4 月 1 日までの 1 週間、沖縄県医師会派遣
の医療支援第 3 陣として被災地に赴いてから、
まもなく 10 年になる。
　震災 2 年後の 2013 年にも大槌町を訪ねたの
だが、その後の復興の状態が気になっていた。
　今回訪問時、ちょうど北陸・東北地方は寒波
による大雪に見舞われ、出発当日福岡経由花巻
空港行きの飛行機が欠航、急遽羽田空港を経由、
新幹線を乗り継いでの岩手入りであった。
　高速道路も雪のため、あちこちで交通止めで
ある。花巻でも一面雪が積もり、道路には道幅
を示す紅白のポールが立っていた。

2. 復興支援道路
　しかし、太平洋側の沿岸部へ向かう道路は除
雪され、雪もまばらに降るだけで高速道路並み
に整備された復興支援道路を利用し、以前の 3
分の 2 ほどの時間で大槌に到着した。復興支援

道路は名の通り、東北の背骨にあたる東北道か
ら、沿岸部に至る道路である。高速道路並みに
整備されているのだが通行は無料、道路は集落
に沿うように丘陵地帯を走り、いたるところに
新設されたトンネルがあり、遠野などの市街地
にはインターチェンジから降りていく。今回は
素通りして大槌に着いた。

3. 復興途上の大槌町
　釜石から見覚えのあるトンネルと橋を通り、
右折して大槌の中心地に向かう。震災当時、焼
け残ったコンクリート製の建物以外建物がな
く、遠くまで見渡せた場所には新築した建物が
あり、海側を進むも、巨大な堤防と水門が見え
るだけで、市街地の様子がわからない。主要道
路沿いには 7 割がた建物が建っていて、進路に
迷ってしまう。道を引き返し、山手側に進路を
とり、大槌城跡への細い道路を見つけだし、避
難所として使用されていた中央公民館・体育館
がある高台に到着した。大槌駅周辺も 3 分の 2
ほど建物が建っている。駅はモダンな建物で再
建され、震災当時流出していた鉄橋や線路も復
旧していた。写真 1 は被災当時の大槌駅付近、
右端に道又医院が写っている。

東日本大震災から 10 年 
岩手県大槌町を訪ねて

長嶺　信夫那覇市医師会

写真 1　2011 年 3月 29 日撮影　被災当時の大槌駅付近
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4. 大槌城跡からみた新市街地の風景
　大槌城跡の高台から見ると、新築された建物
が多く、震災時に見た焼け残った建物が取り壊
されていて、見当がつかない。後程訪ねた大槌
町役場跡もビルの間にようやく確認できた（写
真 2,3）。
　海の方を見ると巨大な堤防と水門が街を取り
囲んでいる。城跡のすぐ下に焼け残った大きな
寺があったが、新しく建て直されていた。震災
当時、寺の後継者である息子が、休暇で帰省中
に震災に遭い、一度城跡に避難したが、寺に引
き返し、再度城跡に戻る際に皆が見ている前で
波にのまれたという。

　気になっていた大槌町役場跡を訪ねたが、旧
役場はすでに撤去され、広い跡地に小さな祠が
建てられ、観音菩薩と地蔵が祀られていた。お
地蔵さんの顔を見ると、震災で亡くなった多く
の幼い子供たちが脳裏に浮かび、やるせない気
持ちになった。依頼されていた医師会事務局職
員 C 嬢と沖縄県医師会の分の線香も合わせて
供え、亡くなった人達の冥福を祈った（写真
4,5）。
　大槌小学校はその後大槌町役場として利用さ
れ、小学校の紋章はそのまま建物の側壁につい
ていた。

写真 3　2020 年 12 月 17 日撮影
写真 2と同じ場所から見た大槌町市街地。左側の 5階建てビ
ル（災害公営住宅）の前方の空き地が町役場跡、小さな祠が
建っている

写真 4　2011 年 3月 27 日撮影
震災当時の大槌町役場、役場前は津波で地面が大きくえぐら
れ、池のようになっている

写真 5　2020 年 12 月 17 日撮影
大槌町役場跡、観音菩薩と地蔵が祀られていた

写真 2　2011 年 3月 26 日撮影
大槌城跡からみた被災地。中央に見える 3棟ほどの白いコン
クリ―ト製の建物と灰色の建物が被災した町役場
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5. 小槌神社の杉
　大槌小学校の近くに、小槌神社があり、震災
当時防火林の役目を果たした杉の樹を見に行っ
た。震災の時、火災で木肌が焼け、枝葉が茶色
になっていた杉の樹も、海に面した側の樹皮が
取れ、木質の樹幹が露出した状態ではあるが、
枯れずに残っていた（写真 6）。2011 年 3 月の
訪問時、寺に隣接した建物で炊き出しをしてい
た人が話していたのだが、神社の手前の階段ま
で津波と火災が到達したという。

6. 高台から見た風景
　医療支援の時、早朝診療前に登った高台から
海を見下ろすと、大槌町市街地に入る右手の方
向ではまだ多くの空き地があり、震災時とあま
り変わらない風景であった。
　コロナ禍で人々が苦しむ中、被災地では新た
な 10 年がはじまる。被災地のことを記憶にと
どめ、被災地の人と共に歩んでいきたい。
　最後に現地で復興に尽力されている方々に感
謝するとともに、あらためて震災で亡くなった
方々の御冥福を祈ります。

写真 6　2020 年 12 月 17 日撮影
小槌神社の杉の神木、震災時、防火林の役目を果たし、神社を火災から守った

写真 7　2011 年 3月 31 日撮影
震災当時の小槌神社付近
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産業医研修会のご案内嘱託産業医活動情報書について

申込み日

診療科目

ＦＡＸ

メモ欄

連絡先
沖縄県医師会　業務1課（宮城）
TEL : 098-888-0087
FAX : 098-888-0089

ストレスチェック後の高ストレス者
に対する面接指導について

　①　実施可能　　　②実施不可　　　　③要相談

嘱託産業医活動情報書

産業医氏名 　

医療機関名
　

沖縄県医師会では、事業場からの産業医紹介依頼に対応するため、産業医としての契約を希望されている先生方の
情報を取りまとめたいと考えております。ご協力いただける方は下記事項に記入いただき提出をお願い致します。
※事業場との契約内容（報酬等）については、事業主と産業医の相談により決定となります。

住　　　所

電話番号
　　

メールアドレス

　嘱託産業医を受託する際のご希望をお聞かせ下さい。

項　　目 　ご　希　望　条　件

　①　月 ・ 火 ・ 水 ・　木 ・ 金　・　土 ・ 日

実施可能件数 　1件　・　2件　・　3件　・　4件　・　5件以上

事業所規模
　従業員数

　①５０人～９９人　　②１００人～１４９人　　③１５０人以上

活動可能な曜日・時間
について

　　　　　年　　　月　　　日　（　　　）

ストレスチェックの共同実施者に
なることについて

　①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

地区医師会との情報共有 　①　許可する　　　②許可しない

活動希望地区
　①北部　　②中部　　③南部　　④那覇市内
　⑤本島全域　　⑥離島可

事業所への訪問、実施曜日
(事業所訪問は基本月1回)

　①企業の都合に合わせる　　②双方相談のうえ調整

　③希望時間帯（午前　・　午後　・ 　　　時以降 ・ 特になし　）

ストレスチェックの実施者に
なることについて

　①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

業種について
　①建設業　　②製造業　　③運送業　　④サービス業

  ⑤ＩＴ業　　⑥その他（　　　　　　　　　　　）

　②第(　 　　)　 　　曜日
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沖縄県医師会報投稿規定
沖縄県医師会報
投稿規定

生涯教育／プライマリ・ケアー
◯字数制限

生涯教育 6,000 字以内とし、冒頭に 400 字程度の要旨をつけて下さい。
プライマリ・ケアー 2,500 字以内

（図表 1 枚を 400 文字数に換算する必要がある）
◯内 容

生涯教育は、原則学術・実地医家にとって有用性の高い総説論文
プライマリ・ケアーは、病診連携、病病連携等に資していただけるような、日常的な症状に関するミニレクチャー
的な内容。

○原稿の書き方
①原稿はできるだけ Word、Excel、PowerPoint にて作成して下さい。
②原則として常用漢字、現代かな使い、算用数字を使用して下さい。
③図、表、写真の挿入場所を文中に指定して下さい。
④図表にはタイトルをつけてください。
⑤ 写真、図、表は原則として 10 枚以内とし、そのまま製版出来る鮮明なもので、特に写真は明瞭なものでご提

出下さい。
⑥ 人を対象とした研究については、ヘルシンキ宣言を遵守したものであること、また症例を提示する際（症例

報告）は、患者さんのプライバシーの保護やインフォームドコンセントなどに関する倫理的な問題に十分配
慮されていること。

　個人が特定され得る疾病に関しては、本人の同意を得るようご配慮下さい。
○文 献

引用文献は最小限度（原則として 10 以内）とし、論文中にでてくる順に番号をつけ、末尾に以下の形式で一括
して下さい。本文中には，引用部の右肩に 1）2）3）…の番号を付してください。引用の図表は出典を明記し
て下さい。
著者は複数の場合は筆頭者 , 他で記入下さい。
引用文献の記載項目並びに順序

○雑誌の場合
著者名：論文題名．雑誌名　発行年；巻： ページ．
Ahonkhai VL, et al : Failure of pneumococcal vaccine in children with sickle-cell disease. N Engl J Med 1979 ;  
301 : 26-27.
○単行本の場合
著者名：書名．（版数），発行所，発行所の所在地，発行年；引用ページ．
Koch FC, et al : Practical Methods in Biochemistry. 2nd ed, William Willkins, Baltimore, 1948 ; 212（or 212-
215）.
○シリーズなど
執筆者名：執筆部分題名．編者名，シリーズ 名，巻数，発行所，発行地，発行年；引用ページ．
Kovec A : The liver and spleen. ed Bolinger RE, In Guide to Diagnostic Imaging, vol 1, Medical Examination 
Publishing Co Inc, New York, 1982 ; 123-140.
○ウェブサイトの場合
執筆者名（編者名）：サイト名．URL（最終閲覧日）
運動器の 10 年・日本協会：学校での運動器検診の手引き．http://www.bjd-jp.org/medicalexamination/
guide_0.html（2016 年 8 月 16 日閲覧）

月間（週間）行事お知らせ
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：医療関係の行事等について

発言席
◯字数制限：2,500 字以内
○内　　容：会員の先生方のご意見や主張等

勤務医 /臨床研修医
◯字数制限：勤務医 2,000 字以内、臨床研修医 1,500 字以内
○内　　容：勤務医・臨床医の先生方からのご意見・ご要望
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地区医師会
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各地区医師会の活動状況
　　　　　　 （例：テレビ番組やラジオ番組の放映、かかりつけ医推進事業等の厚労省モデル事業や独自の院内　

活動等）

若　手
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：今後の進路を決める先生方へのアドバイス等について（若手医師への提言、日常診療のコツ、開　
　　　　　　業顛末記等）

随筆 / 新春干支随筆 /緑陰随筆
◯字数制限：随筆 2,500 字以内、新春干支随筆・緑陰随筆 1,500 字以内
○内　　容：日常診療のエピソード、青春の思い出、一枚の写真、趣味などの他、紀行文、特技書評、新年の　
　　　　　　抱負など

本の紹介
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：感動した、生き方が変わった、診療が変わった、 新たに真実を知った本等々、会員の皆様の座右の　
　　　　　　本の紹介

いきいきグループ紹介
◯字数制限：1,000 字以内
○内　　容：各研究会、スポーツ同好会や摸合等の活動紹介

身近な闘病記
◯字数制限：2,000 字以内
○内　　容：ご自身又はご家族の病気療養の経験談について

追悼文
◯字数制限：1,500 字以内
○内　　容：お亡くなりになられた先生への追悼

広　告
○沖縄県医師会報の品位、及び体制を損なわぬものとし、採否については広報委員会で審議のうえ決定する。

投稿の方法
1. 会報への投稿の第一執筆者は、原則として沖縄県医師会会員であること。
2. 原稿には題名、氏名、勤務先 ( 所属 ) を明記して下さい。
3. 図・表・写真は原則モノクロ掲載とし、カラーの場合は実費をご負担願います。
4. 送付方法は出来ましたらメール送信又はＣＤ - Ｒ等での送付をお願いします。
5. 同一会員の原稿掲載回数は、1 期（4 ～ 7 月号）、2 期（8 ～ 11 月号）、3 期（12 ～ 3 月号）の各期ごとに 1 編のみ。
6. 写真の解像度は 350 以上でお願いします。表紙写真に関しては、会員本人撮影のものとする。
7. 掲載の採否は広報委員会で決定し、内容によっては原稿の修正等をお願いする事があります。

著作権
本誌並びにホームページに掲載される著作物の著作権は沖縄県医師会に帰属します。

送付先・問い合わせ先
沖縄県医師会 庶務課
〒 901-1105 南風原町新川 218-9
TEL：098-888-0087　FAX：098-888-0089
E-mail：kaihou@ml.okinawa.med.or.jp

平成 29 年 7 月 1 日より
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等に参加ができるようになり便利に感じる反
面、対面でのコミュニケーションやその地の
美味なるものに出会う機会がなくなってしま
い寂しい感じがします。
　中村義清先生、富名腰徹先生、伊礼壬紀夫
先生、受賞おめでとうございます。
　中村先生の「医師であれば誰でもが対応し
なければ行けない地域保健医療活動をコツコ
ツと熟してきただけでありますのに…」その
一言に感銘を受けました。

　今回の生涯教育はクローン病についてです
が、近年増加傾向であり、治療も大きく進歩
していることもあり、早めに疑い、専門医に
相談することの重要性を学びました。
　コロナ禍において、受診控えなども問題に
なっておりますが、3 月 11 日は世界腎臓デー、
3 月 24 日は世界結核デーであり、コロナ禍に
おいてもそれぞれの疾患についての啓発活動
を行っていくことは重要と考えます。
　随筆のコーナーでは、小椋力先生の「撮っ
た写真に買手がついた。」、凄！の一言です。
是非、拝見させていただきたいものですね。

　長嶺信夫先生の随筆「東日本大震災から 10 
年 ～岩手県大槌町を訪ねて～」を読んで、コ
ロナ禍で忘れかけていた東日本大震災での経
験を思い出しました。10 年前、地元の群馬県
で外来診療中に地震が起こり、いつもの揺れ
とは違うなと感じました。そして、あの津波
の映像はいまだに脳裏に焼き付いて離れませ
ん。あの時も計画停電などにより、思うよう
に診療ができなかったことを思い出しました。

　10 年後に「コロナが流行った時は大変だっ
たよね」と笑って言える日が来ることを心待
ちにしています。

広報委員　間仁田　守

　新型コロナウイルス感染が昨年 2 月 14 日
に沖縄県で初めて確認されてから早一年が過
ぎました。この一年間は新型コロナウイルス
の感染拡大という未曽有の事態に陥り、非常
に大きな変化があった一年となりました。
　緊急事態宣言の発令や外出自粛要請、営業
自粛要請を受け、私達の生活にも大きな変化
が訪れました。この一年間で 3 密の回避・ソー
シャルディスタンスの確保・テレワークの普
及など、「ニューノーマル」が普通になってき
たように感じます。医学会においても、未知
のウイルスとの戦いが始まり、医療崩壊の危
機を感じながらの診療は、非常にストレスに
感じています。そんな一年間を振り返ってみ
ると、失ったものも多かったかもしれません
が、with コロナだからこそ得られたものも決
して少なくないのではないでしょうか。

　コロナ感染拡大の影響もあり、2・3 月合併
号となりましたが、浜端宏英先生の「明けな
い夜はない！コロナ夜からの夜明けを期待し
たい。」との切なる願いが伝わる力強い写真が
表紙を飾っています。

　第 130 回沖縄県医師会医学会総会、51 回全
国学校保健・学校医大会、令和 2 年度第 2 回
都道府県医師会長会議、九州医師会連合会第
388 回常任委員会 、九医連委員・九州各県役
員合同協議会 、第 120 回九医連総会・医学会
の報告が掲載されていますが、全てが、TV 会
議形式やハイブリッド開催となっており、内
容もコロナ感染に関しての報告が目立ちます。

　全国的にも珍しい様々な診療科の先生が一
堂に会する県医師会主催の学会である沖縄県
医師会医学会総会も従来と全く異なる史上
初のオンラインを主体とした「ハイブリッド
開催」で行なわれました。気軽に会議や学会
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